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The development of the laboratory experiment using the self-induction 
 




This research observed the voltage waveforms generated by the back electromotive force (EMF) in an inductor.  
Voltage waveforms due to back EMF were observed for two types of inductor.  Inductance and voltage waveforms were 
systematically examined, and a correlation between the two was obtained.  This experiment is effective as a teaching laboratory 
activity for students   
 












































                                              
*湘南工科大学 工学部 電気電子工学科  
准教授 
湘南工科大学紀要 第 52 巻 第１号 









2.  実験方法と結果 
 





方法に加えて，スイッチを OFF にした時も LED を
発光させるようにする．これが工夫のポイントであ










て LED を発光させるのである． 
 これを実現するために使った装置を図 1 に示す．
コイルとして自己誘導器(安藤，AM-3301，インダク
タンス L:1～1110 mH))用いる．LED は赤色で 1.6 V













































図 1 実験 1 の装置 
 
2.1.2 実験結果 
 図 2 に観測した電圧波形の観測例を示す．同図(a)







である．サンプリング間隔が 25 μs だったが，この
間隔を短くすれば，この部分の全貌が把握できるが
自己誘導を使った学生実験の開発（櫻井） 





















図 2 電圧波形の観測例（L=50 mH） 
 































図 3 と図 4 にその結果を示す．まず，Er について
見ると，図 3 に示すように L を増加させると，Er
は約 3.2 V から 1.93 V まで減少しているのがわかる．
変化の仕方は，L の領域によって異なる．約 500 H
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まで増加させると，約 3.2 V であった Er は約 2 V ま
で減少した．それ以上 L では，mV オーダでの減少





次に，Δt について見ると，図 4 に示すように，図
3 のような単純な変化ではないのがわかる．L が 100 

















インダクタンスの内部抵抗を R とし，L の値を用い
L/R を算出した．その結果を●印で図 4 に示す．τ
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たので，L を 200 mH まで変化させることにした．サ
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V2 の立ち上がる時間にずれが生じることである．こ
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